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2013 年度「エコマークコミュニケーションフォーラム」のご案内

エコマーク ニュース
Eco Ma rk N ews

2014.1.20 No.91
エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。

エコマークアワード2013受賞者決定！

「エコマーク アワード ２０１３」 の受賞者が決定し ま し た。

次号のエコマーク ニュースにて、 「エコマーク アワード ２０１３」 表彰式の様子をご報告いた し ます。

赤ちゃんの将来を考えたベビーカー ・ ベビーシート ・ ベビーラ ッ クの回収リサイクル 

エコアク トサービスの提供

「エコマークアワード ２０１３」 受賞者

金 　 　 賞 コ ンビ株式会社

銀 　 　 賞
新日本流通株式会社 　 歴史ある リユースの優等生 1.8 L びんを支える 「6 本プ ラ箱」 と 「エコマーク」

パナソニッ ク株式会社 ＡＶＣ ネッ ト ワークス社　地上・BS・110 度 CS デジタルハイビジ ョ ンテレビ 「ビエラ」

銅 　 　 賞 株式会社スーパーホテル 　 スーパーホテル LohasJR 奈良駅の取り組み

プロダク ト ・

オブ ・ザ・ イヤー

ダイエー浄化槽 ＦＣＥ 型 [認定番号 ： 12 151 001] （大栄産業株式会社）

ダイキ浄化槽 ＸＥ 型 [認定番号 ： 13 151 001] （株式会社ダイキアクシス）

エコマークでは、消費者、事業者等ステークホルダーが集うコミュニケーションの場として、「エコマー

クコミュニケーションフォーラム」を開催いたします。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

◆ 日　時：2014年 2月4日（火） 14 : 00～17 : 00（13 : 30開場）

◆ 場　所：東京ウィメンズプラザ・ホール（東京都渋谷区神宮前 5-53-67）

◆ 参加費：無料（定員 200名、先着順）

〈プログラム（予定）〉

・「エコマークアワード 2013」表彰式

・パネルディスカッション（ゲスト：エコマークアワード受賞団体、学識者など）

・エコマーク年次活動報告

◆ お申し込み方法：参加申込書にご記入の上、E メールまたはFAX にてお申し込みください。

定員に達し次第、受付を終了させていただきます。

＊詳細については、エコマーク事務局のウェブサイト（http://www.ecomark. jp/ i nfo/forum/2013.

html）をご覧ください。
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいた し ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１４０

詰め替え容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.７ （適用範囲の拡大）

　 分類 Ｃ ： 無菌包装米飯容器

　 分類 Ｄ ： 軽量 ＰＥＴ ボ ト ル （容器）

　 分類 Ｅ ： 食品用器具および容器包装における再生材料を使用

し た ＰＥＴ ボ ト ル （容器）

２０１３ 年 １０ 月 １ 日 ２０１７ 年 ６ 月 ３０ 日

１５４ 太陽熱利用システム Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１３ 年 １０ 月 １ 日 ２０２０ 年 ９ 月 ３０ 日

委員会報告

運営委員会 （第 ３１回）

　 第３１回運営委員会が、 ２０１３年１０月３日に開催され

ま し た。 議事内容は以下の とお り です。

〈議事内容〉

１．２０１２年度 （平成２４年度） エコマーク事業収支決算

２．２０１３年度 （平成２５年度） エコマーク事業の進捗状

況について

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｓｔｅｅｒｉｎｇ_ｄａｔａ/） をご覧く ださい。

こどもエコ ク ラブ全国フ ェステ ィバルに参加します

３月２３日に早稲田大学にて開催される 「こ ど もエコ

ク ラ ブ全国フ ェ ステ ィ バル ２０１４」 に参加し ます。 こ

のイベン ト は、 地域の中で環境活動を行っている こ ど

も エ コ ク ラ ブの う ち、 全国 ４７ 都道府県の代表ク ラ ブ

が集い、 日々の活動紹介等を通じ て相互の交流を深め

る も のです。 エコマーク事務局はイベン ト 内の団体展

示コーナーで、環境に対する意識の高い子ど もたちに、

パネルや認定商品の展示を通し てエコマーク を紹介す

る予定です。

イベント・キャンペーンのお知らせ

「東海三県一市グリーン購入キャンペーン」 を実施しています

１月１６日～２月１５日の １ カ月間、 愛知県、 岐阜県、

三重県、 名古屋市と事業者等が協働し、 消費者に対し

てグ リ ーン購入を ＰＲ する 「東海三県一市グ リ ーン購

入キ ャ ンペーン」 を実施し ています。 エコマーク事務

局は、 期間中に各地で行われる キ ャ ンペーン イベン ト

に出展し ます。

　 また、 本キ ャ ンペーンには多 く のエコマーク使用契

約企業に協賛いただいてお り 、 懸賞商品の提供やイベ

ン ト 実施において、 味の素ゼネ ラルフーヅ(株)、 (株)

エフ ピ コ、 サラ ヤ(株)、 (株) Ｊ-オ イル ミ ルズ、 シヤチ

ハ タ (株)、 ゼブ ラ (株) 名古屋支店、 (株) ト ン ボ鉛筆、

ミ ド リ 安全(株)、 (株)美濃商会の各社にご協力いただ

き ま し た。

　 詳し く は、（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏ.ｐｒｅｆ.ｍｉｅ.ｌｇ.ｊｐ/ｅａｒｔｈ/

100100/ｉｓｏ_ｃａｍｐａｉｇｎ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍ） をご覧 く ださい。
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　 乳幼児の生育において重要な役割を担 う ベビーカー

やベビーラ ッ ク などの商品は、 子ど もの成長段階に応

じて使われる ものであ り、使用期間が限られています。

この分野における資源循環の促進に向け、 事業者によ

る取 り 組みの充実が期待されています。

　 こ う し た状況を踏ま え、 エ コ マーク では ２０１３ 年 ５

月に新規商品類型Ｎｏ.１５３ 「乳幼児用品Ｖｅｒｓｉｏｎ１」 に

おいて、 省資源 ・ 資源循環、 有害物質の使用削減、 情

報提供など、 総合的な観点から環境負荷低減を促進す

るための認定基準を制定し ま し た。 これを受け、 コ ン

ビ株式会社の ２ つの商品がエコマーク認定を取得し ま

し た。

■環境配慮商品の認識向上を目指す

　 コ ン ビ(株) はベビー用品業界で初めて ＩＳＯ１４００１

の認証を取得し、 環境マネジ メ ン ト システムの運用を

通じ て事業活動に伴 う 環境負荷の低減に努める と と も

に、 自主基準に基づ く 環境配慮商品の開発に取 り 組ん

でき ま し た。 ま た、 子会社のコ ン ビ ウ ィ ズ(株) では、

ベビー休憩室用のベンチやシー ト においてエコマーク

の認定を取得し て き ま し た。

　 同社では、 赤ちゃんを産み育ててい く 購買層に環境

配慮商品への関心や環境ラベルに対する認識を高めて

も ら う 、 と い う 観点か ら エコ マーク認定に取 り 組み、

商品類型 「乳幼児用品」 において第 １ 号と な るベビー

ラ ッ ク 「コ ン ビ エコ ア ク ト ルシエス AUTO SWING」

（認定番号 １３ １５３ ００１）、 続いてベビーカー 「コ ン ビ 

エコ ア ク ト グ ラ ンパセオ LA-480」 （認定番号 １３ １５３ 

００２） が認定を取得し ま し た。

■独自の回収 ・ リサイ クルサービスを運営

　 乳幼児用の商品においては、 安全性が極めて重要な

要素にな り ます。 こ う し た こ と か ら コ ン ビ(株) では、

商品の開発において安定性や堅牢性を確保しつつ、 リ

サ イ ク ル時の解体容易性 も 重視 し た設計を行い ま し

た。 また、 解体プロセスの試行を通じ て作業をマニ ュ

アル化し、 リ サイ クルの効率化を図っています。

　 同社では使用済み商品の回収 ・ リ サイ クル体制を整

備し、 国内のベビー用品 メ ーカー と し て初と な る無料

引き取 り ・ リ サ イ ク ルサービ ス と し て 「エ コ ア ク ト 」

を運営し ています。 対象商品の購入者はユーザー登録

を行い、 商品を使用し な く なった段階 （購入から ２ 年

～７ 年の期間内） で窓口に回収依頼の連絡を し ます。

ユーザーを訪問し て回収された商品は、 １ 台ご と に手

作業で解体され、 素材の選別を経て高度なマテ リ アル

リ サイ クルが行われます。

　 また、 同社は業界で初めて、 廃棄物処理法に基づ く

広域認定制度の認定を受けま し た。 こ う し た対応を通

じ て、 事業者の責任によ り 消費者に負担を

かけずに使用済み商品を一般廃棄物 と し て

回収し、 適正な処理を行 う 仕組みを確立し

ま し た。

　 利用者の愛着や思い出が詰ま っている乳

幼児用品を、 ごみ と し て廃棄するのではな

く 、 リ サ イ ク ルを通じ て有効に活用し たい

――「エ コ ア ク ト 」 は こ う し た考えか ら 生

まれたサービ スであ り 、 コ ン ビでは今後も

サービ ス対象商品、 エコ マーク認定商品の

拡大を通じ て資源循環を推進し てい く 予定

です。

◆コンビ(株) 「エコアク ト 」 のウェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ．ｃｏｍｂｉ.ｃｏ.ｊｐ/ｐｒｏｄｕｃｔｓ/

ｅｃｏａｃｔ/ｃｏｎｃｅｐｔ.ｈｔｍｌ

エコマーク認定の 「コンビ エコアク ト ルシエス AUTO SWING」 （左）

「コンビ エコアク ト グランパセオ LA-480」 （右）

新 認定商品のご紹介

エコマーク認定のベビーラック、 ベビーカーが登場

――使用済み商品の資源循環を推進
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トピックス

日中韓相互認証活動報告

２０１３ 年 ９ 月、 中国、 韓国 と の相互認証に関する実

務者会議が札幌で開催され、 次の対象カテゴ リ であ る

ＤＶＤ 機器およびテ レ ビの共通基準項目の確認作業等

を行いま し た。 これを受け、 ２０１３年１０月に、 日中韓

の三カ国は 「ＤＶＤ機器の共通基準の合意書」 を締結し

ま し た。

世界エコ ラベリ ング ・ ネッ ト ワーク （ＧＥＮ） 年次総会に出席しました

２０１３ 年 １１ 月 ５ 日～８ 日、 ＧＥＮ 年次総会がベル

ギー・ブ リ ュ ッ セルで開催され、 世界５０ カ国以上から

環境ラベル団体、 環境省等行政機関の担当者などが出

席し ま し た。

　 環境ラベルを通じ たグ リ ーンマーケ ッ ト へのチャ レ

ンジ と い う テーマで開催された本会議では、 さ まざま

なワーク シ ョ ッ プなど を通じ て活発な情報交換が行わ

れま し た。

地域の環境イベン ト に出展しました （佐久市、 北九州市）

２０１３ 年 １０ 月 ５ 日、 ６ 日に長野県佐久市で開催され

た 「環境フ ェ ア ｉｎ佐久」、 な らびに １０月１９日、 ２０日

に福岡県北九州市で開催された 「北九州エコ ラ イ フ ス

テージ」 にそれぞれ出展し ま し た。 各地のエコマーク

使用契約企業には、 商品展示においてご協力いただき

ま し た。 今後も各

地のイベン ト 出展

を進め、 エコ マー

ク の普及に努めて

まい り ます。

セ ミナーを開催しました （ ド イツ ・ 欧州の環境事情、 アジアのグリーン公共調達）

２０１３ 年 １１ 月 １２ 日、 ド イ ツ在住の環境コ ンサルタ

ン ト 望月浩二氏を講師に迎え、 「 ド イツ ・ 欧州の最新環

境事情セ ミ ナー」 を開催し ま し た。

　 また、 １２ 月 １２ 日に 「アジア市場における グ リ ーン

公共調達 と環境ラベル」 セ ミ ナーを開催し、 韓国、 タ

イの環境ラベル団体担当者よ り 、 各国の公共調達制度

と 環境ラベルについてお話しいただき ま し た。 （アジ

アの公共調達セ ミ ナー資料 ： ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.

ｊｐ/ｉｎｆｏ/ｅｖｅｎｔ/ｓｅｍｉｎａｒ_ｅｃｏｐｒｏ２０１３.ｈｔｍｌ）

「エコプロダクツ ２０１３」 に出展しました

２０１３年１２月１２日～１４日に開催された 「エコプロ

ダ ク ツ ２０１３」 では、 エコマーク が考慮する ４つの重点

領域を紹介し、 エコマーク商品が認定されている背景

を理解いただ く 展示を行いま し た。 ご来場の皆様、 商

品や資料の提供にご協力いただいた企業の皆様には、

厚 く お礼申

し上げます。

R


